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論文要旨 

 

  

 

 

 本論文は、5 世紀末から 6 世紀初めにかけて地中海世界東部に出回り、後のキリスト教思

想に深く影響を及ぼした、今日の学界で偽書とされる『ディオニュシオス文書』（以下、『文

書』と略記）における、「神化」をめぐる言説の、読解の試みである。「神化」とは、字義通

りには「（神が）人間を神にする」という事態を表す、ギリシア教父たちによって用いられ

た術語であり、『文書』の著者として想定されるディオニュシオス・アレオパギテースによ

って歴史上最初に定義された救済概念である。彼の定義によれば、神化とは「能う限りでの、

神との類似と合一」とされる。本論文は、『文書』のテクスト全体の読解を通じて、この短

く言い留められた文言の意味内容の理解を目指す。なぜなら、神化概念は彼の思想を知る上

で重要であるばかりでなく、ギリシア教父思想の全体を貫いて、今日の東方キリスト教の精

神をも表すため、同概念の解明がキリスト教思想史を理解するためにも必須となるからで

ある。 

序論では、偽書の作者であるが故に、謎に包まれたディオニュシオスの略歴の紹介に代え

て、『文書』の古代から現代までの受容史および研究史を概観して、本論文の研究対象とな

るものの凡
おおよ

そのかたちを確認すると共に、対象に迫るための読解方法を明らかにしている。

本論文で採られた読解の方法は、一つには、今日までの研究史の中で、学界において蓋然性

の高いものとして承認された仮説に基づき、『文書』を歴史的（とりわけ教会史、教理史、

ビザンツ帝国史、ギリシア思想史）に位置づけ、ディオニュシオスの思想の立体的把握を目

指す。そのため、彼の用いる概念の系譜を辿ることや、同じ概念をめぐる他の思想家のテク

ストとの比較研究も行われる。いま一つには、同書中の「神化」にまつわる鍵語を探り出し、

その独特な言語用法から明らかになる神化の諸相に眼を凝らすことである。こうした方法

によって明らかにされるのは、古代末期のキリスト教の周縁部にあって、新プラトン主義と

の狭間で、自らの「信」や経験を言語化すべく、言葉と格闘する著者の姿である。ディオニ

ュシオスは、先行するギリシア教父たちの伝統的な語彙に全面的に依拠するのではなく、当

時の一大思潮であった新プラトン主義の語彙をも用いつつ、それを独自にキリスト教的な

意味内容をもつ言葉へと鋳なおし、自らの「信」を語ったのである。 

本論は 2 部 7 章から成る。第 1 部では、新プラトン主義の多大な影響下に成立している

『文書』の思想的な位置取りを明らかにしようとする。これは、偽書として著作意図の確定

されていない『文書』に関して、特に重要な作業であり、これによって読解の方向性（キリ

スト教の方向にか、新プラトン主義の方向にか）が定められることになる。本論は、第 1 部

の副題（「越境――新プラトン主義とキリスト教の間で」）が示唆しているように、ディオニ

ュシオスを新プラトン主義からキリスト教への「越境」者と見なす。それは、彼自身の拠っ

て立つ、使徒パウロを通してギリシア思想と宗教からキリスト教へ改宗した人物「アレオパ

ゴスのディオニュシオス」という文学的設定に準拠した見方である。しかもなお、「越境」



 

という表現を用いるのは、ディオニュシオスの立つキリスト教思想史上の位置が、決して

「中央」ではなく、周縁ないし「境
、
界」にあることを示唆するためである。 

第 1 章は、彼の著作中で最も新プラトン主義との影響関係を論じられる『神名論』に依拠

して、そこにおいて、彼がキリスト教に固有の概念たる「受肉」をどのように語っているか

を検討する。その際、新プラトン主義の術語である ousiōthēnai（希語で「存在を与えられる

こと」の謂）に着目し、彼に多大な影響を与えたとされる哲学者プロクロスの「神名論」と

も呼ぶべき『クラテュロス註解』における同語の用例との比較研究を通して、『文書』の思

想的な位置取りが何処にあるのかを見定める。同語は新プラトン主義の文脈において、上位

の原理と下位のものの一方向的・不可逆的な関係を表す術語、「発出」の類義語である。し

かしそれは、ディオニュシオスにおいて「私たちに即して、私たちから」という表現を伴う

ことによって、神と人間のそれぞれが起点となる、キリスト教の「受肉」の出来事を表す言

葉となり得ている。そして、この言葉の考察によって明らかにされる神人の相互性や協働性

は、「神化」の事態にも見出されるものであり、その特質をなすものである。 

第 2章は、プロクロスの好んで用いた新プラトン主義的な神化概念 ektheōsisをめぐって、

同語がどのような意味内容をもつ言葉なのかを、彼の著作『神学綱要』に即して検討した後、

ディオニュシオスの『神名論』における同語の用例と比較研究を行う。そうすることで、キ

リスト教と新プラトン主義の狭間で思索する彼の立ち位置をより明確にする。彼にとって

同語は、プロクロスのように「存在」や「知性」といった諸イデアをオリュンポスの神々と

同一視（ないし「神格化」）することを表すのではなく、人間の神への回心・振り向きによ

る「還帰」的な働きを示唆しており、神からの一方向的な働きかけに終始しない、人間の側

のある種の主体性を孕む神化のあり方を表す語である。 

第 3 章は、ディオニュシオスによる神化の定義に見られる、「神との類似」の問題を採り

上げる。これは、プラトン主義哲学の目的である「神に似ること（homoiōsis theōi）」の問題

系に属し、その思想的系譜に連なるものだが、彼の場合、一般にあまり知られていない

aphomoiōsis（「類似」を意味する homoiōsis と同根の語）という特殊な語を用いて、これを表

現している。本章ではこの点に注目し、彼に独自の「ヒエラルキア」（神との協働が実現さ

れる位階秩序）論と儀礼論の展開される『天上位階論』と『教会位階論』の中で、同語がど

のような意味をもつのかを、その思想的背景をなす当時の地中海世界における「天使信仰」

についても触れながら検討する。そして、homoiōsis ではなく aphomoiōsis を用いて「神との

類似」を表現した彼の意図を探る。そこで明らかにされるのは、aphomoiōsis がヒエラルキ

アの上位者（類似の対象）と下位者（類似する者）の二者間において生起する事柄ではなく

して、「神との類似」であると同時に「神の再現」をも意味することによって、第三者に係

わるということである。従って、「神との類似」を要件とする神化は、「神」と「神化される

者」の個人的な関係においてではなく、神を再現して「他者」に働きかけることで成立する、

三者間の協働による事態なのである。 

第 2 部では、ディオニュシオスに特有の問題に即して、彼の神化理解の諸相を明らかにし

ていく。そこでは、「肯定神学」と「否定神学」、「ヒエラルキア」、そして「エロス」といっ

た諸主題と共に、神化の意味内容が探求されることになる。扱われる著作も、『文書』の全

体に及ぶ。それらの探求から徐々に浮上してくるのは、「死」のイメージであり、ディオニ



 

ュシオスにおける神化と死の親近性である。神化の道行きとしての生は死をもって一度終

わり、「復活」をもって新たな「始まり」を迎える。しかし、死は、たった一度きりの「終

わり」であるよりも、むしろ神化の道行きの様々な局面に顔を出し、神化する者の生と相関

する。 

第 4 章は、彼の思索を特徴づけ、神化の方途ともなる「肯定神学」と「否定神学」の内、

前者を扱う。ここでは、肯定神学を「神の名づけ」の問題として捉えなおし、当時のキリス

ト教思想における、神を名づける行為の意味を確認しつつ、それに対する彼の思考の道筋を

『神名論』のテクストに拠りながら辿る。そこで明らかにされるのは、肯定神学とは受肉の

キリストを根拠としつつ、神名を「像」として措定し、その「像」に基づいた神名の生成場

面の「想起」と神への「 祈 願
エピクレーシス

」によって、聖書に込められた父祖たちの「神の力の経験」

を再生しようとするものだということである。そして、このような神名に基づく神の力との

出合いの想起と、祈願による神の力の経験ないし「分有」は、神化の要件を成す「神との類

似」が生起するための契機となる。 

第 5 章は、これまで研究者たちの間でもあまり注目されて来なかった、『教会位階論』に

おける葬儀論を扱う。そこでは、キリスト教信仰に固有の、死後の「身体の復活」の観念に

基づいて議論が展開されており、ディオニュシオスの死生観と身体観を含む重要な知見が

披歴されている。そのため、本章では、同テクストに基づいて、彼における死と生の意味を

明らかにし、神化における身体の意義について考察する。彼にとって、神化の道行きとして

の生、或いはキリスト教徒の生は、使徒パウロに倣って、「闘い」ないし「競争」であり、

死はその闘いの「終わり」、競争の「ゴール」を意味する。ここで、ディオニュシオスが死

を、何らか生を妨げる消極的なものとして捉えるよりも、むしろ積極的なものとして意義づ

けているのは、彼において死は、身体の「復活」を伴う、新たな生の「始まり」の契機とし

て想定されているからである。この時、そのような「闘い」の生を生きる主体として考えら

れているのは、キリストを範例とした、魂と身体とが「二つで一つ」となっているあり方を

した「全き人間」である。そして、そのような人間の救いは「全き救い」と言われるのであ

り、このことは人間の神化というものが、身体を伴ったものであることを示している。 

第 6 章は、『神名論』に含まれた彼の「エロス」論を取り上げ、その成立の背景とそれが

孕む意味の射程を検討する。その独自のエロス理解は、オリゲネス以来のアガペ‐エロス論

の伝統に基づくだけではなく、創造論にまで及ぶ革新的な内容をもつ。そして、エロスのも

つ「脱自」的な力は、神と人間をして「合一」に到らしめるものであるが故に、神化の成立

する動因ともなる。エロスとは、ここでは単なる「性愛」や「恋愛」の意味ではなく、神に

おいては万物の創造を促し、万物を求める「愛」であり、人間においては神を希求し、自他

を救済する「愛」であって、ディオニュシオスが、かつて途絶したオリゲネスらのエロス理

解の伝統に基づいて、神的愛としての「アガペ」と同一視したものである。ディオニュシオ

スがそのエロス論の中で示した、「真に愛する者」の範例とも言えるパウロの言葉、「生きて

いるのは、もはやわたしではありません。キリストがわたしの内に生きておられるのです」

とは、神化の「実情」を表すものとして捉え返すこともできるだろう。なぜなら、しばしば

「神の如き」と評されるパウロは、彼の弟子を自認するディオニュシオスにとって、神化し

た人間の範例でもあるからである。この意味で、「エロス」によってこそ、神と人とは互い



 

に自己を否定して、合一することができるのであり、神化の事態が成立しうるのだと言える。 

第 7 章は、主に『神秘神学』に拠りながら、ディオニュシオスの思想の特徴をなす「暗黒」

という言葉の意味内容の理解を目指す。この言葉は、東西キリスト教の神秘思想において主

題化される「闇」のイメージの一大源泉であると同時に、彼において、神と人間の合一が生

起する「場」を示すものでもある。同書における「暗黒」とは、『出エジプト記』に見られ

るモーセのシナイ山登攀において登場する「神の臨在の場」であり、そこに到る道行きを、

ディオニュシオスは「否定神学」における魂の道程と重ね合わせる。本章では、その道程の

最終局面における描写を、彼自身参照したと想定される七十人訳聖書の同箇所の記述との

比較研究を通して詳細に検討し、彼において、神と人間の合一とはいかなるものであったの

かを考察する。そこでは、暗黒に這入
は い

る際に、主客を離れることで自己否定を行う人間と、

その人間に自己を「合一する」ことで、やはり自己の絶対超越性を否定する神との一致とい

う、神人の協働による出来事が生起する。そして、このような否定神学の営みがなされる

「場」とは、ディオニュシオスにとってヒエラルキアに他ならない。そのことは、否定神学

による「神との合一」に到る過程が、神と神学を行う者との排他的な二者関係において進行

するのではなくて、むしろヒエラルキアの只中において、他者との協働において遂行される

ものであることを示唆する。 

結論では、ディオニュシオスの思想的位置取りと、神化についての思索を改めて総括する。

また、彼の神化論は、神と人間、そして人間と人間の交わりの中で生起するものとして神化

を捉えているのであり、そこでいう「人間」とは、魂と身体を伴って一つの全体を成し、神

化の道行きにおいて、「生」と「死」を繰り返しながら変貌しつづける力動性をもった存在

であることを指摘して、本論を結ぶ。 

 


